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年、
本
日
、
「
第
九
回
琉
球
・中
国
交
渉
史
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の
開
催
に
あ
た
り
、
沖
縄
県
教
育
委
員
会
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、

一
三
七
二
年
に
琉
球
国
王
が
中
国
の
明
朝
に
進
貢
を
は
じ
め
て
か
ら
、

で
五
0
0
余
年
に
わ
た
る
長
い
交
流
の
歴
史
が
あ
り
ま
す

。

琉
球
国
は
中
国
と
の
冊
封

•

朝
貢
関
係
を
軸
に
し
て
、
中
国
か
ら
多
く
の

も
の
を
学
び
、
大
き
な
影
響
を
受
け
て
独
自
の
文
化
を
創
り
あ
げ
、
発
展
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

一
九
八
九
年
か
ら
沖
縄
県
教
育
委
貝
会
が
編
集
刊
行
し
て
い
る

『歴
代
宝
案
』
は、

に
わ
た
る
琉
球
王
国
の
外
交
文

書
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
国
で
い
う
と
、
明
朝
•
清
朝
の
時
代
に
あ
た
り
ま
す

。

中
国
第

一
歴
史
椙
案
館
に
は
清
代
の
琉
球
関
係
椙
案
史
料
が
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
樅
案
史
料
と

『歴
代
宝
案
』
に
収
録
さ
れ
る

文
書
と
は
相
互
に
関
連
す
る
史
料
で
す
。
こ
の
櫓
案
史
料
を
き
っ
か
け
に
、
橿
案
館
と
学
術
交
流
を
お
こ
な
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
九
九

一
年
三
月
、
沖
縄
県
教
育
委
員
会
は
中
国
第

一
歴
史
橿
案
館
と
学
術
交
流
に
関
す
る
覚
書
を
結
び
ま
し
た
。
以
後

一
九
九
六

一
九
九
八
年
、

―10
0三
年
と
継
続
し
て
覚
書
・
協
議
書
を
交
わ
し
、
今
年
で
十
八
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
間
、
中
国
第
一

沖
縄
県
と
中
国
と
は
、

ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

第
九
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
に
あ
た
っ
て

一
方
、

北
京
の

一
四
二
四
年
か
ら
一
八
六
七
年
ま
で
四
四
四
年

一
八
七
九
年
の
廃
藩
置
県
に
到
る
ま

沖

縄

県

教

育

委

員

会

教

育

長

金

武

正

八

郎
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こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
学
術
交
流
の
覚
書
・
協
議
書
に
基
づ
き
、
沖
縄
と
北
京
で
交
互
に
開
催
さ
れ
る
も
の
で
、
今
回
で
第
九
回

目
と
な
り
ま
す
。
本
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
中
国
側
か
ら
中
国
第
一
歴
史
橿
案
館
の
郭
美
蘭
女
史
、
王
激
女
史
、
悦
暁
一
女
史
、

李
中
勇
氏
の
四
名
、
沖
縄
側
か
ら
は
歴
代
宝
案
編
集
委
員
会
委
員
の
大
東
文
化
大
学
名
誉
教
授
生
田
滋
先
生
と
琉
球
大
学
教
授
上
里
賢

一
先
生
の
二
名
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
専
門
の
立
場
か
ら
、
そ
し
て
新
た
な
視
点
か
ら
報
告
を
お
こ
な
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
今
年
は
一
六

0
九
年
の
薩
摩
藩
の
琉
球
侵
攻
か
ら
四

0
0年
、
明
治
政
府
に
よ
る
廃
藩
置
県
か
ら
一

三
0
年
と
い
う
節

目
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
の
二
つ
は
と
も
に
琉
球
国
が
中
国
と
の
新
た
な
関
係
作
り
を
求
め
ら
れ
た
出
来
事
だ
っ
た
と
い
え
ま
し
ょ

う
。
こ
の
節
目
の
年
に
日
中
の
研
究
者
が
一
堂
に
会
し
、
発
表
討
論
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
は
非
常
に
意
義
深
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

琉
球
と
中
国
の
交
渉
史
に
関
す
る
共
通
理
解
を
深
め
、
ま
た
新
た
な
成
果
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
成
功
を
析
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
二
十

一
年
（
二

0
0
九
）
十
月
十
八
日

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

集
刊
行
に
大
い
に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

歴
史
橿
案
館
か
ら
沖
縄
県
教
育
委
貝
会
に
ご
提
供
い
た
だ
い
た
三
三

0
0件
余
に
お
よ
ぶ
琉
球
関
係
椙
案
史
料
は
、
『
歴
代
宝
案
』
編

私
た
ち
は
こ
の
十
八
年
間
、
沖
縄
側
の

「歴
代
宝
案
』
絹
集
刊
行
、
中
国
側
の

『清
代
中
琉
関
係
椙
案
選
編
』
等
の
編
集
刊
行
、
お

よ
び
琉
球
関
係
構
案
史
料
の
発
掘
、
研
究
者
の
交
流
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
論
文
集
の
編
集
刊
行
等
の
成
果
を
通

し
て
、
琉
球
・
日
本
・
中
国
さ
ら
に
東
ア
ジ
ア
交
渉
史
の
研
究
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し、

い
ろ
い
ろ
な
視
点
か
ら
中
琉
歴
史
関
係
を

(2) 


